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平成 18 年３月期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 17 年５月 20 日付当社の「平成 17 年３月期決算短信」にて発表いたしました平成 18 年３月期（連結・個別）
業績予想につきまして、下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 

１．業績予想の修正について 

平成 18 年３月期業績予想を以下のとおり修正いたします。なお、配当予想に修正はございません。 

（単位：百万円、単位未満切捨て） 
(1)平成 18 年３月期連結会計年度 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益 

今回修正予想（Ａ） １５，６３０ １，０１６ ３８３ 

前回発表予想（Ｂ） １５，４００ ８５０ ２５０ 

増減額  （Ａ－Ｂ） ２３０ １６６ １３３ 

増減率 １．５％ １９．５％ ５３．２％ 

（参考）前年実績 １５，０３３ ７５７ △２９１ 

(2)平成 18 年３月期（個別）事業年度 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益 

今回修正予想（Ａ） １４，９６２ ８６９ ２８４ 

前回発表予想（Ｂ） １４，８００ ７５０ ２００ 

増減額  （Ａ－Ｂ） １６２ １１９ ８４ 

増減率 １．１％ １５．９％ ４２．０％ 

（参考）前年実績 １４，４８１ ６４９ △３７１ 

（注）前年は、減損損失を連結で 8 億 71 百万円、個別で９億８百万円計上したことにより当期純損失となっております。 

２．平成 18 年３月期業績予想の修正理由について 

売上高につきましては、前回発表予想を連結で２億 30 百万円（1.5％）、個別で１億 62 百万円（1.1％）上
回る見通しであり、経常利益につきましては、同予想を連結で１億 66 百万円（19.5％）、個別で１億 19 百万
円（15.9％）上回る見通しであります。また、当期純利益につきましては、同予想を連結で１億 33 百万円
（53.2％）、個別で 84 百万円（42.0％）上回る見通しであります。 

経常利益及び当期純利益の増加の主な要因は、主たる教育事業のうち、学習塾部門における売上高が年間
を通じ概ね予想を上回る水準で推移したこと、売上高の増加要因となった顧客単価の上昇に加え、賃借料等
固定費が削減されたことなどであります。また、生涯学習部門の不採算校 12 校を廃校し経費が削減されたこ
と、並びにその他の事業において利益率重視の営業を徹底したことなども営業総利益率の改善に繋がりまし
た。 

なお、前期より早期適用した「固定資産の減損に係る会計基準」により、当期において減損損失を連結で
75 百万円、個別で１億 11 百万円計上する見通しであります。これは、生涯学習部門における廃校により将来
キャッシュ・フローが減じられたため、当該部門で使用するコンテンツへの既投資額の回収が困難となった
ことによるものであります。生涯学習部門につきましては、既存講座のうち採算性の高いものへの特化に加
え、今後、WAO 資格カレッジにおける通信制高校サポートコースの強化充実、および WAO クリエイティブカレ
ッジにおける映像アニメーション講座の強化充実により収益体質の構築を図ってまいります。 

以 上 

（注）上記予想数値は、当社が現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績
は今後の様々な要因によって異なる結果となる可能性がありますことをご承知おきください。 


